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の特異性を検討し，ヒト IgG，特に aggregation をおこした分子の抗原性解明の一助とする。
〔方法ならびに成績〕
Freundの complete adjuvant を用いる免疫法 (FCA) のほか， Haynes & Chaplin (1 971) の免
疫法 (HC) ， Fairley & Harris (1 962) の免疫法 (FH) によってウサギ抗ヒト・グロプリン血清を
作製した。また，加熱或いは SDS (ドデシル硫酸ソーダ)処理ヒト IgG を免疫原としてウサギ免疫
血清(亙H. -a S) をつくった。対照として，プールしたリウマチ患者血清を用いた。
1 )受身凝集反応による抗IgG活性は， FCA むよびリウマチ血清を両端として，抗D感作血球凝集
反応でとらえられるものからヒト IgG ラテックス反応でとらえられるものへと移行してゆくのがみら
れる。
2) H C の抗ヒト IgG抗体の出現状況を経時的に観察すると，抗D感作血球凝集反応では IgM から





4 )しかし，阻止試験では， FCA の抗D感作血球凝集反応は native なヒト IgG によって，その他
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の抗血清の抗D感作血球およびヒト IgGラテックスの凝集反応は，加熱或いはSDS処理により aggre­
gate させたヒト IgG によって，よりよく阻止された。
5 )二重免疫拡散法において，亙S ， FH , HC，亙H には，加熱或いは SDS処理したヒト IgG との聞
に沈降線を生じたものがあった。これらの抗血清による沈降線は， リウマチ血清による沈降線と融合
した。





以上の成績から，異種免疫抗ヒト IgG血清のうち，亙 S ， FH , HC , ãHは，ある程度 aggregate し
たヒト IgG に対する抗体を主体としていると考えられる。ヒト IgG ラテックス反応は，抗D感作血球




ならば，異種免疫血清の拭ヒト IgG抗体を，種々の程度に modify されたヒト IgGの抗原性に対応する，
互に特異性を異にする抗体に分析することができる。
各種抗グロプリン抗体の特異性の比較
Parameter Rf 言S FH HC 亘H FCA 
抗D感作血球反応 一(+) 4十 +~叶 →ト 4十~朴
ヒト IgG latex反応 十件 + 十十 十一件 ー~十
二ag重gr免.疫IgG拡に散対法する 十十* 十* 十十* 十* +* 
ウサギIgG に対する反応 十甘 十 十 ー~十
ヒト IgG に対する阻止反応 A>NA>N A>N A孟 N A孟N A<N 
* 互に融合した。
A : aggregate ヒト IgG





析し，種々な程度の抗 aggregated IgG に対する抗体の存在を明らかにした。これにより，リウマチ
因子との関連性や，ヒト IgGの微妙な抗原性を検索する新しい臨床検査の開発が可能となり有意義な
研究である。
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